霞キャンパス凌雲棟の使用の取扱いについて
令和4年11月
霞地区運営支援部長決裁

第1　通常利用時間は，8:00～22:00とする。講義棟の開錠及び施錠は警備員が行う。

第2　22:00～8:00は施錠する。また，12月29日～1月3日は終日施錠する。

第3　教養教育科目，学部専門科目及び大学院の授業（以下「授業」という。）以外で使用する場合は，別紙「凌雲棟使用願」（以下「使用願」という。）により霞地区運営支援部学生支援グループリーダーに許可を得て使用する。なお，「使用願」は必ず期限までに使用申込窓口に提出する。

第4　使用申込窓口と「使用願」提出期限は次のとおりとする。

　　　窓口：霞地区運営支援部学生支援グループ（教養担当）

　　　期限：3営業日前まで（但し，「第5」に該当するものは除く）
第5　本学の本務以外で使用する場合（学会等），若しくは学外機関（民間企業等）の主催・共催によるセミナー・研究会等で使用する場合は，施設の使用に係る料金（以下「使用料金」という。）を所定の期日までに納付しなければならない。

使用料金は前納となっているため，一ヶ月前までに「第４」に掲げる窓口にて使用申込等を行ったうえで，併せて霞地区運営支援部会計グループ（経理担当）に「広島大学施設等一時使用申請書」，及び使用の概要がわかる書類（案内文・ポスター等）を提出すること。
第6　教養教育科目の授業以外の使用申込は，授業時間割が確定し登録された後に受け付ける。

第7　使用条件は次のとおりとする。

１．許可された使用目的以外の用途に使用しない、使用の許可を受けた日時を厳守すること。

２．使用者以外の者に，その全部又は一部を転貸しないこと。

３．火気を使用しないこと。喫煙は行わないこと。（キャンパス内禁煙）

４．使用後は，原状回復及び清掃・整理整頓し，消灯すること。システムを利用した際は機器ボックスを施錠すること。
５．飲食のゴミは持ち帰るか、使用者が回収し捨てること。

６．施設・備品等を滅失又は毀損した時は，その損害を弁償しなければならない。
７．講義室備え付けの機器以外の使用は学生支援グループ（教養担当）に願い出ること。

８．すでに予約していても，緊急の必要が生じた場合は，使用条件の変更又は使用許可を取消すことがある。
　 ９．R501は飲食を禁止する。
   １０．R501の視聴覚機器は修理に相当の時間を要する為、直前の使用で故障があった場合は使用できない可能性がある。
以上
